
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和５年＞７月行事予定 

3 日(月) 防災推進の街づくり仲間の会 

井戸端会議 9:30 室内プール前井戸 

8 日(土)ふるさとをつくる会合同幹部会議 

      14:00～ 恋ヶ窪公民館 

 9 日(日)国分寺市環境ひろば 

   10:00 国分寺市役所 

12 日(水) 森の自然塾運営会議 

9:30 恋ヶ窪公民館 

12 日(水) 日吉町町内会防犯パトロール 

     1,700 回達成記念意見交換会 

   14:00～国分寺市立第五小学校 

15 日(土) 日吉町町内会定例会 

13:30 日吉フードセンター 

16 日(日) 森の自然塾 

9：20 エックス山中央 

23 日(日) 防災推進の街づくり仲間の会  

    14:00 恋ヶ窪公民館 

23 日(日) 姿見の池ホタルの会 

          作業： 9:30 姿見の池 

総会：14:00 恋ヶ窪公民館 

28 日(金) 会報配布準備(含む印刷) 

13:30 恋ヶ窪公民館 

28 日(金) 多摩に歩く会会議(会報配布準 

備終了にて後) 14:15 恋ヶ窪公民館 

 

新役員 

理 事 長 岡本 浜夫 

副理事長 近藤 洋 

理事(特別顧問) 白木 昭憲 

理 事  荒川 隆二 

理 事  加藤 昌代 

理 事  鹿島 義之 

理 事  酒井 宏幸 

監 事  大野 政智  

監 事  野沢 森生 

令和５年度主要事業計画 

●子ども達対象の自然体験学習 

 「森の自然塾」の開催 

●東京都他、子ども達対象の 

 自然体験学習の協働・支援 

●「自然と歴史を訪ねる会」 

 「自然を学ぶ会」の開催 

●広報活動の継続・充実 

 「ホームページ」「会報」 

●自然体験指導者養成機関との 

連携及び当会スタッフ募集 

令和５年度 NPO 法人国分寺市にふるさとをつくる会総会開催 

特定非営利活動法人 
国分寺市にふるさとをつくる会 

  理事長 岡本 浜夫 
〒185-0032 東京都国分寺市日吉町 3-7-8 
℡：090-6937-8070  fax：042-325-7616 
E-mail:hatamatu@mint.ocn.ne.jp 

国分寺市にふるさとをつくる会 

２５６号   令和５年７月１日発行 

「森の自然塾」のご案内 

７月１６日（日） 

９時２０分 Ｘ山に集合 

★「変わった名前やおもしろい植物 

探し」と「竹で水鉄砲を作ろう」 

です。 

竹水鉄砲を作る前に「竹と笹の違い」

について説明と、チコちゃんに叱ら

れるで、チコちゃんが言っていた、

「竹に節がいっぱいあるのはな

ぜ？」です。 

（雨天の場合は第九小学校）で行

います。 

 

日吉町町内会   代表 鹿島義之 

●町内会防犯パトロールの実施 

●通学路・高齢者の見守りパトロ

ールで子供・高齢者見守り強化 

●空家情報の収集と市への提供 

防災推進の街づくり仲間の会 

代表 荒川隆二 

●室内プール前井戸端会議開催 

●九小防犯・防災委員会への参加 

●防災研修会、防災訓練の実施 

多摩に歩く会    代表 酒井宏幸 

ウオーキングの開催予定 

・６月：八王子長池公園 

・11 月：絹の道～小山内裏公園 

・６年３月早大～文京区細川庭園 

・６年５月：狭山池～六道山公園 

ふるさとの森自然観察会 

代表 飯島太平治 

・５年９～10 月：都薬用植物園 

・６年春：チュウリップ、カタク
リ観察 

都市緑化を考える会 

代表 上野直彦 

・11 月３日：御嶽渓谷(紅葉) 

・６年春：旧江戸城 

・６年５月４日：小石川植物園 

理事長挨拶 

        理事長 岡本浜夫 

平素から、特定非営利活動法

人国分寺市にふるさとをつくる

会、約 360 名の会員皆様方のご

理解とご支援に心より感謝申し

上げます。 

去る６月 10 日、当会の総会に

おきまして、私は理事長として

再任をいただきました。理事長

を務めて２年目となりますが、

未熟ではありますが務めさせて

いただけますのも、会員の皆様

方、そして白木前理事長のご支

援、ご指導のおかげと感謝いた

しております。 

今年度も誠心誠意努めてまい

りますので、何卒よろしくお願

い申し上げます。 

さて、今年度も約 360 名の会

員の皆様のご協力により、当会

の活動は益々活気を見せており

ます。特に、毎月配布地域への

戸別「会報」ポスティング作業

には心よりお礼を申し上げま

す。地道な作業ではございます

が、当会活動を周知する重要な

手段です。今夏は例年より気温

が高めとの気象庁の発表もあ

り、会員の皆様には暑さや熱中

症対策などを心掛けながら、今

後とも無理のない範囲で当会へ

のご協力を賜りますようお願い

申し上げ、再任のご挨拶とさせ

ていただきます。 

 

 

関連団体主要事業計画 



    「６月の自然塾を終えて」    自然体験指導者 インストラクター 二瓶 文博 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
ホームページ 
国分寺市に 
ふるさとをつくる会 

 

 

 

スケッチ 

 当日(６月 18 日)は、梅雨の間の猛暑日にあたり、休憩や水分補給など、暑さ対策に取り組みました。 

大人の方がバテ気味でしたが子供達は皆元気で、全員無事に終えることができ、ほっとしました。 

 ６月の自然塾は、「花と葉っぱ観察」がテーマで、私は葉っぱの担当をしました。葉っぱの形の違いを調べたり、

写すことは特に問題ないのですが、葉っぱの働きについて話すとき、「光合成」 

をどのように説明するかいつも悩みます。小学校の低学年では、教える内容に 

入っていません。しかし、やたら詳しく知っている子供もいます。 

終了後のスタッフ反省会で、小学校の先生をされていた方から、「学校では高学年 

になってから光合成について教えているが、今日の話は、絵を使ってわかりやす 

かったので良かったと思う」とのご意見を頂きほっとしました。大事なことを子 

供達にちゃんと伝えるための試行錯誤を、これからも続けて行きたいと思います。 

 今年度２回目の自然塾でしたが、子供達は好奇心が強くしっかり馴染んでくれ 

ました。子供達と真剣勝負しながら、プログラムの充実に一層取り組んでゆかね 

ばとの思いを強くしました。 

”新緑の都立小宮公園を楽しみ、東京唯一の道の駅で 

お買い物”     多摩に歩く会 副代表 小泉郁雄 

5 月 25 日に多摩に歩く会の 

散策会として「都立小宮公園」 

(ひよどり山とも呼ばれる)と 

「道の駅八王子滝山」を訪問 

しました。小宮公園がある地 

域は、北側の多摩川、南側の 

浅川の間で削り残された加住
か す み

 

丘陵(標高約 100～270ｍ)に位 

置しています。八王子駅北口から「桑並木通り」に沿って北

に向けて歩き始めました。通りの名称は、八王子がかつて「桑

の都」あるいは「桑
そう

都
と

」と呼ばれたことに由来します。ほど

なく小宮公園に到着、最初に大谷
お お や

弁天池を見学しました。園

内には湧水があり、この池を満たして大谷川として公園外に

流れて行き、昭和 40 年頃まではこの水を利用した水田があっ

たそうです。ひよどり山(標高約 160ｍ)頂上に向かうルートは

多数整備されていて「うぐいすの小道」、「おながの小道」等

鳥の名前が付けられています。私達は上述の湧水の流れに沿

って、車椅子も通れるように木が張られている、「かわせみの

小道」を選んで歩きました。ひよどり山はコナラ、クヌギを

中心とした雑木林で新緑の頃は特に美しく、また計画的に萌

芽更新が行われていることもあり「緑が全開」ともいうべき

景観と様々な野鳥の声を楽しみながら頂上に到達し、そこで

昼食となりました。 

午後はひよどり山を離れてさらに北に進み、「道の駅八王子

滝山」を尋ね、新鮮な野菜、加工食品等を眺め買物を楽しみ

ました。私は八王子に蔵元がある「桑の都」を購入し晩酌を

楽しみました。 

 

ＱＲコード 

「神宮の森」の自然を楽しく学ぶ会に参加して 

美しい用水の会 佐藤 敬臣 

明治神宮北参道鳥居前から右手に折れ、カシ、

スタジイなど巨木が創り出す緑の心地よい陰影

の道、高木の自由奔放な枝ぶり、様々な低木の

葉型と実、緑の木漏れ日に輝く樹葉に圧倒され

た。森を抜け陽光に輝き広がる草地に点在する

ネジバナに可憐という言葉を思い出す。再び木

の香り高い森に入り、準絶滅危惧種タシロラン

の白く小さく静かで繊細な立ちすがたにカメラ

をむける。南池のスイレン、昭憲皇太后が愛で

た御苑のハナショ 

ウブが、緑の空間 

を背景に艶やかな 

色彩空間を創り出 

し、皇太后の安ら 

ぐ心を彷彿とする。 

私は樹木・草花・ 

鳥・昆虫に疎い。 

しかし、自然に接することが好きである。100

年後の「神宮の森」を想定し設計した先人の英

知と多くの「献木」と延べ 11 万人という造園へ

の奉仕に驚愕・感謝し、人工の森が今となって

は心癒される“自然の森”となっているこの地の

物語を残すことの大切さを痛感し、「神宮の森」

を心ゆくまで堪能できた雨の狭間の 6 月 12 日で

あった。 

学びの準備、運営をいただいた皆様に深謝！ 

 

親子で植物観察 

小宮公園 

ハナショウブ 


